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点 P (x, y)は xy平面上の円 C : (x− 5)2 + (y − 5)2 = r2 (r > 0)の上を動く動点で
ある。このとき点 Pの点 A(9, 0)に関する対称点を Qとし，また点 Pを原点 Oのま
わりに正の向きに π

2
だけ回転した点を Rとする。点 Pが円 C の上を動くときの線分

QRの長さの最小値 f(r)と最大値 g(r)を求めよ。また f(r)が 0となるような rの値を
求めよ。


